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問題意識：学術と社会 ~乖離から一致へ~
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社会
(現実)

学術
(言葉)

一致

諸課題研究成果

参加

年代専門 ジェンダー国際性

共創ネットワーク
~社会に開いた学術~

拡大と充実

発信

チーム構築

場づくり

参加
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2050年「いのちを大切にする社会」の実現

人文学・社会科学を
軸に問い直す共通概念

「いのち」

第3ステップ：シンポジウム開催

多様な人々との
未来構想/プロセス検証
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第1ステップ：ワークショップ・
若手研究者セミナー

-3つの大きなテーマのもとでの社会課題
-分野/世代/セクターを越えた多様な参加者
(特に若手研究者)

…
!

●人社系研究者
●自然科学系研究者
●ステークホルダー
●民間/官公庁等

?

研究者
ネットワーク

構築

新たな
学術領域
開拓

基礎研究の
推進

次世代
研究者の
躍進

3ステップの螺旋的循環プロセスの定着・発展による
「共創ネットワーク」の構築

第2ステップ：研究チーム構築

研究計画立案、メンバー補強、
若手育成、本格実施のための予備的活動

研究チーム
づくり

チーム間交流

場づくりチーム
構築

発信

プロジェクトの進め方
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令和2年度の活動実績(概要)

場づくり

第1回WS(1/24)

第2回WS
(1/25)

第3回WS
(2/9)

✔️ワークショップを大きなテーマごとに各1回開催

チーム
構築

✔️WS後にチームリーダーを募集し、研究チームの構築へ
✔️JSPS公募に向けた準備*(チーム構築_3件)

人口動態：1チーム
分断社会：1チーム
価値創造：1チーム
*学術知共創プロジェクトWSを経てチームアップ
→企画室が体制構築を支援(研究者ブリッジなど)
→応募に向けて準備中(on going)
*若手・女性研究者、国際連携、実務家等の要素も

発信

ホームページ開設

シンポジウム開催(3/16)

対談記事

対談インタビュー
企画

✔️シンポジウム開催(3/16)
→記事をホームページに掲載済

✔️ホームページ開設(3/31~)
→記事やお知らせを積極的に発信していく

✔️対談インタビュー企画(5/28~)
→記事をホームページに掲載
→今後記事を充実させていく予定
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ワークショップ：参加者

▶︎参加者：31名
#1：年代比率

20代：0.0%(0/31)
30代：41.9%(13/31)
40代：41.9%(13/31)
50代：12.9%(4/31)
60代以上：3.2% (1/31)

#2：属性
大学：71.0%(22/31)
行政：12.9%(4/31)
民間：16.1%(5/31)

▶︎参加者：41名
年代比率

20代：7.3% (3/41)
30代：22.0%(9/41)
40代：43.9% (18/41)
50代：24.4%(10/41)
60代以上：2.4% (1/41)

#2：属性
大学：95.2%(39/41)
NGO/NPO：2.4%(1/41)
民間：2.4%(1/41)

▶︎参加者：28名
年代比率

20代：7.1%(2/28)
30代：32.1%(9/28)
40代：32.1%(9/28)
50代：21.4%(6/28)
60代以上：7.1% (2/28)

#2：属性
大学：89.2%(25/28)
民間：7.2%(2/28)
URA：3.6%(1/28)
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将来の人口動態
テーマ代表者
大竹文雄

（大阪大学教授）

分断社会
テーマ代表者
稲場圭信

（大阪大学教授）

新たな価値創造
テーマ代表者
出口康夫

（京都大学教授）

Memo

テーマ ワークライフバランス 分断社会の超克 AIと倫理

開催日時 2/9  13:00-17:00 1/24  13:00-17:30 1/25  13:00-17:30

挨拶 ○ ○ ○

フラッシュトーク - ○ ○

テーマ代表者トーク ○* ○ ○ *予算申請に言及

提案者トーク 5名 5名 3名

グループディスカッション
(GD)

5グループ
企業担当者を各グループに1~2名配置

5グループ
共感x2
共創x1
共生x2

3グループ
AI倫理要綱

パラヒューマン
シンギュラリティ

ファシリテーター - ○ ○

GD小括 ○ ○ ○

全体討議 ○ - -

若手研究者セミナー - 3グループ
共感
共創
共生

3グループ
AI倫理要綱

パラヒューマン
シンギュラリティ

ワークショップ：進め方
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①自己紹介シート, ②発表者LIVE映像, ③残り時間, ④次の発表者を
事務局にて合成して配信形式で進行した。

ワークショップ：フラッシュトーク(1分間自己紹介)

②①自己紹介シート
(参加応募時に事前提出)

人文学・社会科学を軸とした学術知共創プロジェクト
第OO回 ワークショップ

配信イメージ

次の発表者は…

残り時間
60

③

④

写真等氏名：OOOOOOO（OOOOOOO）
所属：OOOOOOO

自己紹介/研究紹介
(自由形式)
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▶︎論点例
・ワークライフバランスに関して、企業と研究者との間で、どの
ような協力が可能か
・メンタルヘルス等、先端研究を導入した研究の必要性
・ワークライブランスを普及するための「風土」とは
・雇用主と被用者との関係
・ダイバーシティ等のパフォーマンスに関する評価指標
・非大企業モデルを構築する必要性
・世代間、ジェンダー間での意識格差
・「ワーク」と「ライフ」は分離してよいものか

▶︎アンケート回答例
・研究テーマを探すというのが壮大すぎた
・グループディスカッションの内容やプロセスについては，ある
程度構造化したほうがいい
・グループディスカッションではファシリテータが必要
・どうしても「研究チーム構築ありき」での会話になってしまっ
た。（別の）ゴールを設定した方がアイデアが出せるのでは。
・どういう研究チームにすればよいのかに議論が移ってしま
い、ワークライフバランスの中身について消化不良になった
・ディスカッションのテーマや、それぞれ考えてきてほしいこと
を、事前に連絡していただければ準備がよりよくできる

ワークショップ：論点(ワークライフバランス)
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▶︎論点例
・Technology-Driven からDiversity-Driven Innovationへ
・分断の原因となっている「仲間」への過度な共感
・「自分は幸福ではない」という感覚がもたらす分断
・直視されるべき分断の現実
・共感につながるアート思考・デザイン思考
・分断に関する客観データの不足
・人間の分断傾向を前提とした社会システムの構築
・異なる文化・言語を翻訳、調整できる人材の重要性
・多様なステークホルダーが協力できているときの規範
・A+B→A’＋B’+α （助け合いが生み出す新たな価値）
・つながりを生み出すメカニズムの解明
・サファリング・コミュニティ（苦悩の共同体）
・「分断」に関して漠然と感じていることの（共通）言語化
・対象としてすら認識されていない存在との共生
・支援する側とされる側の関係性

▶︎アンケート回答例
・フラッシュトークをグループ分けに生かすべき
・参加者に求められていることを最初に共有した方が良い
・グループディスカッションの時間がもっと欲しかった
・グループディスカッションの人数が多すぎる
・グループ・リーダーとの間に問題意識のズレがあった
・若手研究者セミナーの方が深い議論ができた
・年齢による区別は不要
・こうした場が必要（複数回答）

ワークショップ：論点(分断社会の超克)
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▶︎論点例
・AIを定義することはできるか
・AIの社会的影響
・AI倫理綱領は必要か、誰がつくるのか、どこまで実効性を意
図するのか
・開発したAIに対する帰結の評価、弱者保護、責任の所在、環
境に及ぼす影響、悪用の禁止、自己省察の重要性、AI・AI開
発者の定義、プライバシー
・すでに始まっているAIとの共生
・AIが持つ「人格」とは
・人と物との違いはどこにあるのか
・コミュニケーション能力は「理性」の存在を証明するか
・「私」、「人格」、「自律性」といった概念のとらえ直し
・道徳的配慮の根拠はどこにあるのか
・AIに痛みを持たせるべきか
・AIのデュアルユースの問題
・AIにインプットするデータの偏り
・AIに道徳的判断を任せることの是非

▶︎アンケート回答例
・事前に各提案者のテーマを知りたかった
・提案者トークを聞いてからグループを選ぶ方がよい
・グループディスカッションでは自由に議論できたが、それでよ
かったのか心配
・グループディスカッションの目的が今一つ分からなかった
・あらかじめ、後でコメントを募集する旨を告げておくべき

ワークショップ：論点(AIと倫理)
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シンポジウムの開催(2021.3.16)
シンポジウム記事： https://gakujututi.ssi.osaka-u.ac.jp/symposium/
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ホームページ

TOPビジュアル

テーマ紹介

各種案内

記事
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R3年度の事業計画

R3年度 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

●

3/16 シンポジウム

●

3/31
HP公開

タイトル サブテーマ

人口動態 ワークライフバランス(仮) 調整中

分断社会 分断社会の超克(仮) 共感
共生
共創

価値創造 AIと倫理 AI倫理綱領
パラヒューマン
シンギュラリティチーム構築

●

5/10
インタビュー・盛山先生

記事公開(5/28)

インタビュー10件(予定)

WS1~3

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

公表

テーマ公募
(1ヶ月?)

公募要領
選定基準

(準備) 説明会

参加者募集
(2~3w)

WS

公表

公募要領

(準備)

参加者募集

(2~3w) WS

◆インタビュー企画詳細

-インタビュー(対談形式)
-90分程度_Zoom/対面
-記事化(1０件程度/R3年度)
-ホームページで記事を公開

形式

① 解決すべき社会課題、ありたい社会という目的への問い
② それらに対する自身の専門分野の位置づけ・評価
③ ①②を踏まえた「共創の場」の必要性と可能性

内容

WS4~6

WS6-9

●1/24
●1/25

2/9●

●

2月中旬
シンポジウム

現在

JSPS
先導人社
6/25〆切
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・学術における「共創」とは何か

「出会い」によって、各自がそれまで考えていなかった、あるいは言語化し
ていなかった「論点」が明確になり、論点が組み合わされたり、深掘りされ
たりすることによって「研究シーズ」（課題解決への手掛かり）が醸成され
ていくこと

・「共創の場」を創る上で取るべきバランス

「場づくり」にウエイトを置くか、「研究チーム構築」（資金獲得を含む）
にウェイトを置くか

・社会にどう理解してもらうか

言葉の「深み」を失うことなく分かりやすく伝える必要性。社会からの
フィードバックを受け止める意識と仕組み。

課題
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